
固体物性化学特論　 石田
イオンラジカル結晶：電導性固体



[「有機物性化学の基礎」斉藤軍次著、化学同人（２００６）、第五章金属電子論より（図 5.3-5.5）]

図 5.5(a,c)のための補足図（BEDT-TTF や BEDO-TTF は TTF の低次元性を改善している）



まとめると、有機材料の特徴は、低対称性、低次元性にある。

低次元であるがゆえに、パイエルス転移とか（ポリエンなら結合交替とか）が起こる。

TTF-TCNQ の CT錯体が典型例である。電導性はπ-π重なりのある b軸方向だけ

[「目で見る機能性有機化学」斉藤勝裕（講談社サイエンティフィック、2002）]

一方、無機化合物は次元性が高い。

フェルミ面は必ずしも球状ではないにしても、多くの電導の方向を持っていることが普通

　Li, Na, K では： 　Cu, Ag, Auでは：

[「固体物理学入門」Kittel 著、丸善 など]



C60を基調とした超伝導体
　多次元構造が決め手

　　 　　

合成法：

TTF-TCNQ
などの合成は、単に混合法による。次項の電解法に対比して単に化学合成とも呼ぶ

　単結晶を得るにはU字管による拡散法が有効

　通常、D/A
比
 1/1
になりやすい

　低次元化

絶縁化

ベッチガード、斉藤軍次らによるイオンラジカル塩　(D2)
+X-
などの合成は、

　H型セルによる電解結晶法

　通常、D/X
比は 2/1
のように、混合原子価状態（部分酸化状態）が得られやすい。

　金属もしくは超伝導体を目指したものが多い（これは多次元化のためのD分子設計にも依る）

　　　
　　 U
字管の例 H型セルの例


